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   Thirty-one patients with various urinary tract infections were treated with Cephaloridine. 
A single dose of 500 mg was administered intramusculary for five to nine days and its results 
were evaluated. 
   In seven cases of acute cystitis, Cephaloridine was highly effective and bacteriological cure 
was obtained in five of them. 
   In twenty-four cases of various chronic urinary tract infections, Cephaloridine was effective 
in fifteen cases (bacteriological cure in four cases, improvement in eleven cases), but was not 
effective in the remaining nine cases. 
   Bacteriological study revealed that Cephaloridine was effective in the treatment of urinary 
tract infections caused by E. coli, Proteus,  Klebsiella, Staphylococcus and Enterococcus, and was 
not effective in those caused by Pseudomonas. 
   Cephaloridine s nsi-disc test was performed on 119 bacterial strains isolated from the patients 
with various urinary tract infections and was found to be highly sensitive to E. coli, Enterococ-
cus and Staphylococcus, relatively sensitive to Proteus and  Klebsiella, and resistant o Pseudo-
monas. 
   Unpleasant side effects developed in two of the total sixty-one patients who were adminis-
tered Cephaloridine at our hospital. The reactions were rather severe revealing allergic ex-
anthema ssociated with facial edema, chill and dyspnea, but was subsided shortly after the 
administration of an anti-histamic drug.
1.緒 言
Cephaloridine(CER)は1945年Brotzuによ
っ て イ タ リヤ ・サ ル ジ ニ ヤ 島 海 岸 で 分 離 され た
CephalosporiumAcremoniumが産 生 す る 抗 菌
成 分CephalosporinCよ り 得 た 化 合 物7-Am-
ino-Cephalosporanicacidを基 本 物 質 と し て 半








Cephaloridineは化 学 的 に は7-(Thiophene2-Ace-
tamido)-3-PiridiummethylCephalosporanicacid































































































































































































感 受 性 率 151%,,%122%6,%1・ ・%38%・ ・%・.6%・.,%1・.1% 63%
E、coli,Enterococcus,Staphylococcusに対 しては
高 率 に 感 受 性 を示 し,Proteus,Klebsiellaに対 して
は ほ ぼ 半 数 に 感 受性 を 示 した が,Pseudornonasに対
して は 悲 観 的 で,36株中1株 に感 受 性 を示 した のみ で
あ った.
この 結 果 はMug91etoni)(1964),Stewart2)(1964)
中 沢 ・他6)(1965)によ って 報告 され た 抗 菌 力検 査 の
結 果 に ほ ぼ 平 行 し てい る.
















































































































































































































































































































































































の は1例 にす ぎな か った が,こ れ は 他 薬 剤 に は見 られ
な い好 成 績 で あ る とい え る.
31例全 例 に つ い て は 著 効9例,29%,有 効9例,29
%,や や右 効4例,13%で,合 計22例,71%に治 療 効
果 を 認 め,無 効 は9例,29%で あ った(表3).
つ ぎ に,検 出菌 別 の 本剤 の治 療 効 果 は,表4に 示 す
ご と くで,E.coli,Proteus,Klebsiella,Staphy-
lococcus,Enterococcusに対 して は比 較 的 高 率 に有
効 で あ ったが,Pseudomonasに対 しては,あ ま り効
果 は 期 待 出来 なか った.
表3.尿 路 感染 症 の 種 類 別に よるCephaloridine
の 効果
尿踊 染症の鱗 酬 葡 闘 矧 計
急 性 膀 胱 炎
慢 性 膀 胱 炎

















































































































われわれ は岩手医科大学泌尿器科 におけ る諸
種尿路感染症31例にCephaloridine1日1回
500mg筋注を5～9日 間にわた り投 与 し,次
のご とき結果を得た.
1)急 性膀胱炎 の7例 で は著効5例,有 効2
例で,全 例に治療 効果を認 めた.
2)慢 性尿路感染症に属す る残 りの24例では
著効4例,有 効7例,や や有効4例,無 効9例
で62%に治療効果を認 めた.
3)検 出菌別 に よる 治療効果 は,E.coli,
Proteus,Klebsiella,Staphylococcus,Entero-
COCCUSに対 しては,比 較的高率に 有効で あっ
たが,Pseudomonasに対 しては低率 であった.
4)諸 種尿路感染症患者か ら分離 した119菌
株につ いて,disc法に よる感 受性 検査を行 な
った結果 では,本 剤 はE.coli,Enterococcus,
Staphylococcusに対 しては高率 に 感受性を示
し,Proteus,Klebsiellaに対 してはほば 半i数
に感受性 を示 したが,Pseudomonasに対 して
は36株中,1株 に感受性を示 したの み で あ っ
た.
5)副 作用 としては治験成績 を得 た31例とは
大堀他:尿 路感染症に対するCephaloridineの使用経験
別 に,2例,注 射後 間 もな く,ア ナ フィ ラキ シ
ーない しア レルギー様症状 を呈 したため投与を
中止 した症例 があったが,こ の点に関 しては さ
らに検討 を要 す ると考 え る.
(本論丈要旨は,昭 和41年12月17日,日本泌尿器科
学会第152回東北地方会において演述した.)
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